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研究成果の概要（和文）：本研究課題の成果として、2019年3月に研究代表者がドイツ語の研究書（単著）Orval
 und Himmerod. Die Zisterzienser in der mittelalterlichen Gesellschaft (bis um 1350)を出版した。さら
に国際共同研究を推進し、2019年3月に国際シンポジウムを開催し、それを元に英語論文集"Pastoral Care and 
Monasticism in Latin Christianity and Japanese Buddhism (ca. 800-1650)"を取りまとめ2022年夏に刊行予
定である。

研究成果の概要（英文）：As a result of this project, the principal investigator published a 
German-language monograph "Orval und Himmerod. Die Zisterzienser in der mittelalterlichen 
Gesellschaft (bis um 1350)". Furthermore, the project promoted international joint research, hold an
 international symposium in March 2019, and edited an English-language proceeding "Pastoral Care and
 Monasticism in Latin Christianity and Japanese Buddhism (ca. 800-1650)", which will be published in
 the summer of 2022.

研究分野： 西洋中世史

キーワード： 西洋中世史　修道制　シトー会　托鉢修道会　イエズス会　司牧　教会史

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題は、宣教、説教、救貧なども含む諸活動を「広義の司牧」と定義し、中近世の諸修道会（シトー会、
托鉢修道会、イエズス会）がそこにもたらした革新的要素と、信仰の内面化や社会の規律化、信徒共同体の形
成・発展に果たした役割とを比較史的アプローチで解明する共同研究である。研究期間内に実施した修道会の比
較研究により、司牧に関して修道会同士の影響関係や同一修道会における通時的変容を明らかにし、また国際共
同研究の中で日本中世の専門家と提携したことで、日本中世史の知見を英語で海外に発信することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 

１．研究開始当初の背景 

 司牧（pastoral care）は、キリスト教世界において聖職者が、その監督下にある人々の宗教生

活を支える活動のことである。具体的には、洗礼や結婚などの秘跡、ミサを含む典礼、説教、聴

罪、助言、埋葬などである。社会全体が宗教にどっぷり浸かっていたとすら言える中世から近世

のヨーロッパにおいて、司牧は社会的に重要な意味を持っていた。俗人に対する司牧を徹底する

ため、教会は小教区を整備し、第 4 ラテラノ公会議（1215 年）では、全信徒に少なくとも年一

回は司祭への罪の告白を義務づけ、信仰の内面化を促進した。 

 本研究は、こうした司牧の歴史を修道制との関係で考察する。修道制（monasticism）とは、

多くの場合、厳格な自己規律を基本とした共同生活を送ることで神により近い生活を送る制度

である。修道制には、どの戒律にしたがってどのような生活を行うか、多様な形態がある。隠修

士のように、孤独に神に仕え司牧に距離をおく形式がある一方で、各時代の修道士たちは、自ら

の実践を通してキリスト教徒の模範を示しながら、礼拝、説教、救貧活動など多岐にわたる活動

によって俗人信徒を直接・間接的に教化しようとした。托鉢修道会が修道院の外部に向けて執

筆・説教活動を精力的に行い、イエズス会が時に暴力を否定せずにヨーロッパ域外で改宗活動を

行い新しい信徒共同体を形成したのは、修道士が人々の信仰の内面化と規律化に貢献していた

ことの証左である。いずれも教区信徒に対するケア、管理、統制という意味での「狭義の司牧」

では説明がつかない。司牧と様々な修道生活の間には複雑な関係が存在しており、「司牧」を歴

史学の分析概念として新たに問い直す必要がある。 

 以上の学術的背景から、本研究は、執筆・説教活動、強制改宗、教育、救貧なども含む諸活動

を暫定的に「広義の司牧」と定義した。その上で、中世盛期から近世にかけて、修道士たちが「広

義の司牧」にもたらした革新的要素はどのようなもので、そこにどのような社会的背景があった

のか。そして、それにより修道制は信仰の内面化と社会の規律化、信徒共同体の形成・発展にと

ってどのような歴史的意義を有していたのか。本研究は、比較史的手法を導入してこうした問い

に取り組んだ。 

 

 

２．研究の目的 

 本研究では、以上の「問い」に具体的な解答を与えるために次の諸点を研究目的とした。研究

対象として、中近世ヨーロッパの修道制を代表するシトー会（11 世紀末成立）、托鉢修道会（13

世紀前半成立）、イエズス会（16 世紀前半成立）をとり上げた。 

① 修道会の司牧に対する態度とその変容 

 世俗からの「逃避」と禁欲による自己の救済の追求が修道制の本質であるならば、修道制と司

牧活動は本来アンビヴァレントな関係にある。しかし、同じ修道制に位置付けられながら諸修道

会の司牧への態度は大きく異なり、時代によって揺れ動く。そこで、各修道会が作成した規範史

料を参照し、上述した「広義の司牧」に対する態度を通時的に明らかにする。 

② テクストの作成・伝播・活用 



 修道制が司牧にもたらした革新的要素のうち、特に注目に値するのがテクストを通じた戦略

的な司牧である。修道会は規範テクストや説教テクストを作成し、画一的・普遍的な規範意識を

もたらした。托鉢修道会がメディアとして説教の形式・テクストの彫琢に尽力したことはその最

重要事例である。こうした動向を受けて、諸修道会の司牧活動において、テクストの作成・伝播・

活用がどのような役割を果たしたのかを考察する。 

③ 司牧をめぐる緊張関係とその社会的背景の考察 

 これまでの研究から、修道制は司牧をめぐり修道院の内外（例えば修道会内、修道院と世俗司

祭の間、修道院と信徒共同体の間など）で頻繁に緊張関係に直面していたことが判明している。

この緊張関係を克服する中で、修道制は司牧にまつわる革新的要素を生み出し得たとも考えら

れる。そこで、修道会ごとにこのような緊張関係の所在をマッピングし、その特性を明らかにす

る。 

④ ①〜③を総合した新しい修道制史叙述の試み 

 近年、中世の諸修道会を比較する研究が現れてその意義が注目されつつある。本研究はこの最

新の動向を大幅に進展させ、中近世を代表する三修道会について共通の指標を設けて分析し、司

牧をめぐる事象を比較した上で、修道会同士の影響関係や同一修道会における通時的変容を明

らかにする。これにより各修道会を修道制の系譜に再置し、修道制に関する新しい「通史」の叙

述を成し遂げる。 

 

 

３．研究の方法 

 上記の目的を達成するために、本研究は 3人による研究チームを作って遂行した。 

研究代表者：大貫俊夫（シトー会を中心に中世盛期に成立した観想修道会） 

研究分担者：赤江雄一（ドミニコ会を中心に中世後期に成立した托鉢修道会） 

研究分担者：武田和久（イエズス会を中心に近世に成立した諸修道会) 

 以上の体制に加えて、これまで研究代表者・分担者が在外研究、共同シンポジウムなどを通じ

て研究協力体制を築いてきた以下の海外研究者の協力を得る。 

Gert Melville（Dresden; 修道会全般）、Jörg Sonntag（Dresden; 托鉢修道会）、Emilia 

Jamroziak（Leeds; シトー会）、Guillermo Wilde （Buenos Aires; イエズス会の布教活動） 

 

 

４．研究成果 

（１）ドイツ語研究書（単著）の刊行 

 本プロジェクトの最初の成果として、2019 年 3 月に研究代表者がドイツ語の研究書（単著）

Orval und Himmerod. Die Zisterzienser in der mittelalterlichen Gesellschaft (bis um 

1350)を出版し た。本書は、シトー会修道院の保護が成立する諸条件を、従来の法制史的アプロ

ーチではなく、新たに社会史的アプローチを導入することで解明したものである。修道院による

教区教会所有を通して司牧に関しても分析を行い、シトー会は世俗社会の宗教生活にほんんど

関与しなかった、というこれまでの理解を覆した。 



 

（２）国際共同研究によるシンポジウムの開催と英語論文集の刊行 

 本プロジェクトは計画当初より国際共同研究に主眼を置いており、2019 年 3 月にドイツ・ド

レスデン工科大学の比較修道会史研究所（FOVOG）のゲルト・メルヴィル所長、ミルコ・ブライ

テンシュタイン、イェルク・ゾンターク、そしてイギリス・リーズ大学のエミリア・ヤムロジア

クを招聘して国際シンポジウム"Pastoral Care and Monasticism: ca. 800-1650"（3月 1 日・2

日、岡山大学）と国際シンポジウム"The Past and Present of the Research on Medieval 

Monasticism in Europe and Japan"（3 月 4日、慶應義塾大学）を開催した。前者では、上述し

た目的①〜③を総勢 12 名の報告者によって検討し、また、今後の発展を期して日本中世の寺社

を専門とする研究者も参画し、キリスト教修道制との比較を試みた。 

 その後、各修道会を修道制の系譜に再置し、それぞれの司牧と関わり方を総合的に明らかにす

ることを目指し、上記の岡山大学で実施したシンポジウムを元に、英語論文集（タイトル：

Pastoral Care and Monasticism in Latin Christianity and Japanese Buddhism (ca. 800-

1650)）を取りまとめる作業に従事した。研究代表者、研究分担者を含め、ドイツ、イギリス、

日本から総勢 13 名の研究者が参画して論文を寄稿し、修道会研究において定評のある Vita 

regularis シリーズからの刊行が決まっている。その冒頭第 1 部では Gert Melville, The 

medieval discussion about monks and pastoral care. Observations on the positions of 

the Canon Law が修道制と司牧の関係を教会法において総覧し、修道士のあらゆる司牧活動の法

的土台を提供する。続いて第 2部では 4本の論文が観想修道院による司牧実践を、第 3部では 5

本の論文がそれぞれ托鉢修道会、騎士修道会、イエズス会など活動的な修道会による司牧実践を、

そして第 4部では、比較対象として日本中世寺社による司牧実践と、近世日本におけるキリスト

教修道制の活動について論じた。修道制は、司牧をめぐり修道院の内外（例えば修道会内、修道

院と世俗司祭の間、修道院と信徒共同体の間など）で頻繁に緊張関係に直面していた。本書は、

そうした緊張関係の特徴と、これを克服する中で修道制が生み出した司牧にまつわる革新的要

素について総合的に明らかにするものである。また、日本中世に関する英語論文は、今後の国際

共同研究の推進に資するだろう。 

 2020 年度に始まった新型コロナウイルスの感染拡大により作業が遅延し、本書を研究期間中

に刊行することは叶わなかったが、2022 年夏までには刊行できる見込みである。この英語論文

集を本研究の最大の成果と位置付け、その意義を学会に広く問うことにしたい。 

 

（３）研究会の開催と研究ネットワークの形成 

 本プロジェクトにおける研究活動として定期的に研究会を開催した。そこでは研究内容に深

く関わる研究者にも参加してもらい、オンライン・グループウェア Slack を活用して緩やかに情

報交換を行う「修道会史研究ネットワーク」を立ち上げた。 

 2018 年は修道会比較に主眼を置き、2回にわたり研究会を開催した。7月の第 1回は鈴木喜晴

「隠修士・使徒・司牧者―14 世紀における修道身分変更のレトリッ ク―」の報告を検討し、12

月の第 2 回は大貫俊夫「シトー会修道院による小教区教会所有の意味―12〜13 世紀エープラハ

修道院の事例から―」と赤江雄一 「PastoraI Teaching and Preaching in Fourteenth-Century 



England」の報告を検討した。 

 2019 年も引き続き本プロジェクトに関連するテーマで研究会を 2 回開催した。7 月には黒田

祐我（神奈川大学）「イベリア半島の騎士修道会をめぐる歴史と議論」と佐治奈通子（東京大学）

「オスマン朝下のカトリック教徒研究の現状─クレシェヴォ修道院所蔵のオスマン・トルコ語

文書群研究のために」、10月 1日には林賢治（フライブルク大学）「12 世紀ヒルザウ系修道院の

armarius」の報告を得て、共同研究に資する議論を深めることができた。 
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